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翠摩川流域の地形1こ陶する若干の考寮

市 堀由自

1 ~ 
こヽ lこ迩べ、る多事）） l 兼戒‘の迎形客付芳祭l~ . 垂老の「多茸 l)＼流域にお rナ る

山硝れの所焚.J.(/)一業としく実施した ものであな従ってこの蛇形斤究の百

的立 ．、山閤れの基在℃稔る捉紛＇内在漢 さ 明らか）こすゎことにあ姦てこで岱

: 多言）ll液食こお汀た捉形営肉向翌の Z,3と遂ぺ＇て大方の御 叱正芯 仰竺＇T...:.し＼之

恵う、

なお ，この研克'.::.当 （）御臼学い岡って諾克主に対してほく鍬党を夫する ，

I 捉形面とその在廣

条薫 ）II溌咸‘の喪専装宮芝双t.l.¥'笠双心の問緩にあって／？00~20i10仇しの

拓衷き相していゐュまた 、面およな面南の皆吹j)＼および日）l1't.の分水界鮒笹

に立石保ヤ山 ，念耐山 ．大軽滋ほとの 残`立か笙セ し-(/6砂 '¥..Z砂ll訊の串

複之 示 していも、ム迎点：：：こ よ（）東方に奴ヤ｝9.:.岳襄芯痰じ`て 2bu~ 3匹 の立

陵迎さ惑て、箆 ．莱平野に癒すも 、中 下兼或て込山蛇の 栖虔点北の 荒）＼＼との

介水界所釘こ畠<, I筵 Q ～・ユ砂OWL を示し ・南方に対奴低く巨、つて度）llと

の介末兎菰誼て心 II砂'"¥..- 1200'n、前悛 の箔浚と示す 。多控））直戒でi;iA酌

かわG密 D｀ゎの各疑形面が莞めわれも、 中 ．下衆域｀の谷詈こみ われる河岸役

立宜乙へ 3後 1こ恕介：：：れるが 、それ わば一兎し くG面として孜、政つた，

くのよ うに起杖 1)大きいとこゎで な刻形知）涙々と漿在し、租互の菜澤芯つ

かむこ と立•一絨に不可急こ益い このユう瓜低芹約区迎形 面 の 追求に立 谷疸

法 による 迎骸辰・元図が役立つが｀、ここぐ立双のよう丘1戸広芯滸同しにまず

刃 ）ll縦断面図 I立迎形阿とに求め うゐすべ ての疫粥面ざ攻彩し、旧河床，茂可

哀 こ対すも南係かわ判断！べ ．一つ づきい思われか 迂彩面の系定な醗でて

ー ワして行っf：：：：： 虐ごのようば方広で籾介さ机T：：：：：定形百「の掟隕．也壬，斜面の

傾斜 ．方向 ，茨蔑 比新孝き喪祀す含 とヤ／麦 の如くくあな （各史形 面

の料面の厖斜 ，方向 ，恕褻専の 計費IIこ立 2町bursk； の方広と迂囮し 1乞．〉

(6) 
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多 享ll奈成におr戸る 平坦面の 介布各みもと と`琉餃そ t文溌召江平坦面が最も

吏＜戻荏されてお（）、中流或ては概して山夜Lに笠哀＜疾ゐ平祖苓どして，

丁、流域｀―（応大江釈山迎の山磋に定芭 注さ埓一つ立張 としく 苓登していゐご とか‘

沼＼互 しか毛 ごれ らの 平国面の祀互の朗保さみゐ Yー，下位の平坦面が江也 (J)

平坦面にく lぶ ．ん臣＇衡厨：：豹つて、 これ わ浴止置南と して莞逹したものであ

広ことを呪誘つてい 1;,.

姦fこ平坦面の発達と基盤君石との痢・俵とみゐと泡朗活 迎或‘＼て翌も平兵面の

発達が喪惑であ り， ついでは5椴若． 虔砂老 ，臣慈等の地戒 {J))I頁芹 1ご註つて

工流成の 花苗老 製痰‘にみ：う礼も平坦面込庶 ll¥` 団痘）＼＼ 宰の流戒1こぷ ご

琢ど大規筍こば発逢してお わ す•ヽ， 象蓄）ll 煮武における癒しい迎形 的坪倣とい

うことがぱ芍和5． ごれらの迎形面のうも ，忌も広欠かつ薬型的巳発歪と禾す

のば多意）1＼景工兼戒` ／0妙 ～ I？00帆 1こ発翌すゐものであな：：：：の 面ば叱心

ーの須）l| 中流戒よ （）昆危 ll\ ｀抑茨 ll l ， およ衣寮水谷の江淑'.~ rこか寸て分布す

またこれ℃対火ミ奴公と思われるものか大菩逗演の苗 ｀曰l)l上痕戒，こ

1200 ,...,_,/7砂元の平旦面と しべ：広が つている．この面ぶ り言＜笠取ill,'惹

石尿ヤム 大菩翌逹等 o埃夏立としで登えゐJ

（ク）

l¥念．

名 ．

双核叫 念忠、山、



ヤ ／ 図 迎形 面 介奇図

l""霞員 瓢 已言A・函 B面 c ~ · D 釦

この面点単 一の逆形囲で iな百く 3後 に胡介 され 喪品 度面 ii /¢し,.,'ヽ I-7砂 t.... 

の垢度 Cヽ｀君西乏山，笠販山 の苗産及広＇石保ヤム ，念針、 山の東箭 1こ癸歪 し文

いも ． 中位豆墳 IS-ou へ• /S .;.- u Wl にあり．石保ヤ山 1 東 唸 、天祈1将山 鶏

冠山等の 下位面上 rこ笹え ち 霰丘 の山痕に広く発歪する、

またこ の面岱ー の国II愈戒 でなと位面の下に広、文 発歪してい・ゐ、 下杞蔀 tぷ

/O;U"--/30炉瓜の拓蔑を禾 して屁届の状、墜ば益めて良好であゐ．，ーの湧 ）＼

嵩花 ）1¥、抑沢））i(/)流戎 ，象水谷と氣威および鵡冠ふ東祁皐こ広く発歪 してい

くろ）



も・このように：：：：：の迎欽 ＼こ 平坦面の慄椋席が交格であな烹困とし-<.'（；）て 、

の迎域｀が考窟）ilおよひ宮Jf)IIの介水阻こきっていも：：：：こ・と）この迎戒の下流

ば殴砂老1)‘ ら硲（）． 工流抒を倭位かわ保護す念伎育l＼芯禾していゐこと ≫ 8)み

芦）lltとこの邪介て歪急点郡＆形成して展他ヵ工羹邪まて・及んでい区いこと＾

(¢)ごの迎戒の記表ば落しい愛、定を，なして密咬）l1の谷＼こ下つていもか｀ ー：：の急、

鬼の王戒t~ 拓位平坦面の形戒塚の迎臨歪籾 rご碁くと芳えられ1:) . 碇つてこの

窪籾 1こふつて笈いの水系が応定さ汎．「こめに前の斡廷が中妃し，唆位の造行

が遅汎亡ものと考えられもこ~ - 1$')ごの楚叙 と`喋成すゐ巷石立 主こして菰乞笥

宕ぶ（）区（） ． その容易` 1こ威化し易し＼荘演がての兇改に平坦面の発達を投将た

らしめた ものと差え V"）?lt念ー

皿 龍））l所ア股砕陪

多寡 lllキ煮叙におげる弟しい迎形卯探咎、〇 箆 ）1＼群冠汲砕瑕”ン啓圧であ Z;i.

こ の酋ア衷客帯戌笹 lll の一支来てある幕 ll! の来飴lこ店 つ て虹面方底 r •こ歪茨

して醤誌に至（） こ、よ り白釆 (7)流恐に芍 ，，，ジ'(_小 壱丙交之厩精証て』3ぎ川を

撰切 り 更 こ欠浪庶を起えて丹衷金史1：：：柔て唱環してい'e.こ の社＇戸改窃塔

這だ形的には 一連の巳逆帝 と底つ て毘 t'よ吼 ．ーぶ J：：：巫へ、お 、ぷろ fふ足形が1特板ざ

租していも、 IJ)この凹迂ぐこおつ て啓）IÌ ，白 沢 お ふ も そ の 紀 の ふ 支 点 か＇ほほ

慈t象.tIこ匪互IIす t,' 必 こ の凹迎 命の 一祁 1こ丹 疫`金筵お Xな）lヽ努 金 捉 癖 の 金 迎

511が 存在すゐ ，（3）ごの凹筵帯に活つて欠呵 塚珪 ，鶉話fぷiも大丼波点等の殻

祁か存在す る痔 てある

さて ，この漁ア寂砕硲 l'.l各奴の社戸面にゞ3つく密に眸戸歪対jbミ行 lぷれた兌

含 1.::. <`(/)附近の君石が痰許さ 9A‘lて生すものて9あゐからが 、蒋に 殴奇の芝複

の番 しい祁介ば 、：：：ぎ` かく政芹さ Jして活石 IぷプrJ‘ソク化し、一希Biこば茄ア祐 上

孝区 生しーて いも 、唖者が多齊））1流戒の謡戸放砕呼及C＼山梨品の語名］＼9流戒 菜

緑邪の邸ア敬Ii噂き源案 しだ結淫にふもと， こ1,llらの猫ア政坪惑 し菜奴 Iこ歪ベ

るふろね牡活芯窟していな す な i))r注窟騒歪i'）Jの主戒と向迫芯荷すち力が迎

賓こ加く秀がこ｀その虹戒のかはり広 い粍囲 1こ墜 つて 破乎 ：：： 1Lfこ邦分 さ王じ，

その中 ，埓rこ、 紡裳か称ア漿芹唸を形威して いも ， この祁介においてャよ司

じ ｀ 一つの莉麿孜存帝て•も老翌吼丘も 水平祠にも罰念し つ、発達 しくお（） 、 政

店喘の 福も広 く怠つた（），凌く怠つ(：：：()して腔綬 し、弐 亡 、~I'こ 点苅 し l ＼ 酋ア

屎砕帯が＇ご が 1之嘔行して現わ汎ちとい うぷう ら突化,k 禾 して い ~. /ft:つてこ

の弱設の—翫こ IJ主称戸 1こ悉遂＇梢行、式溶酒行し て多 ，殺の唇1＼掻暦が生じ＇ こ 1'L

が ．砥近‘一 定の方向に亜 7叉（）・全枢として 一逗の粒暦殴砕跨芯形戒して いわ

（q) 
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ヤ之四な空中写甚 （塙尺 如 ．Obu およt;／砂い う現抱耀蛮 の愁楽に翠＼＜

多窟 JII流痰｀におi'rs覆））1活吊破砕唸さ示 しにものてある、 楚形 ..t.}こ呪オ）れゐ

近 暦破砕惑か史F)こ速へ令よう硲岩しい蒋倣ど病しており ， こ？iしの笑定・:::.t入

望中写図を活用するこ℃ p景 も能辛利であゐ．すねオ）も迎彩江＼こ衷茨されに

埓叙cl:J:. ( lfJ澤政ヰ帝認 定• (/)示慄 い 氏つたもの込＼l） 称磨改荘鵞点廷校の
秒燦を肛、すてこめ 1こ 羽 lこ文の 邪分が芥「召¥、(）も侵餃 と咳ヴィ淡珈む舟面形と

示 し その斜面ゎ:.:.~くな 平 滑区 一袋とに現われて系含こと ， ば）水系 1こ点 莞朗

隻 こ一定方向の流完名もつ笥支発 山夜の凹祁及 C叶箔役迎彩が‘妥 ｛＼処長の同

一念<...t.に施もて 束ち：：と -早溜尽ー謀工に配引Iさ介したJK系、即わ旭惑祁世 1こ

遼応しfこと 考え ら鬼ゐもの等 がみわ外しもことであゐ、

さて． 鹿）ll莉厄取牙帯につ い てもェ匹 しrこよう径 迎形布特叔と板 してお（）．

C ク）



茨迎 頭宜rこふつ<.9史にそ の悉旺壕こ餌、う '.i)‘・にすゐ こどが出炉・'こ＂ す怠加わ ll)

斡極寂奔帝）立遼ね迅 6、§ KII’l 円瓜くめ ()、：：：れlこ歴行 してか戎袴 g踪 房殴砕

帯ヵ噂圧してい tJ.こ'Alね主益麗と屠＼＼ 帥禄どと含めに放砕喘 の 癒瓜噸ね／へ乙

！いパ虎心 ，ご '?)捉戒の老和よ中生穏 の殿秒痔 わふ＆花板兌て が） 足和1

椴ね Ai""' <:免72か rー） ：：：の称房破符拇 の 定釦と 一致 してお・(） ．従っ て羞）l¥

邸左 tい走向・屈氏てあゐど い うこいか‘広圭む 烹 戸 この面戸改許市(/),叱西へ の

砥長郡 1哀姜心地戒の`地形をみなど，大 丹戒釦晒方の 76b?u(/)鞍釦戸渡沢乞

窟めて累水谷の合奈点祈頃に説き、 更にここ¥（）北．面方 1こ廷cべ 泡冠J.＼北

衷部の I/ぷ(,7ILの爵翫こ緩い て記蒋 lllの方fa1Iこ．炭＼ナ之心こ述しJこll)Jき 虹．形 の速

笠9/)、翌ヅ）わ痰 'f-J. すらわらての 柘介直 揺））1粒 磨球沈 咄と E．逐平行して歪わ註r

屈微研‘窟C• あ ·(） 文-111戒峙．い．羹ii凋 ロヽゴい心雁行状r:；戸 ）Iするもの

であも・

(Z鷹 ）I直澤破祈硲に1勺丙凹氾玲の生戒11 称号 査Pりに ふつて 形泣さ A．いこらら

tv_ lこ珀つて 刃流の俊紐が初 い ーく圧しに一蒋，I況鱈谷てあっ-(_.~ )ii お X （国

双の療跨 (J)一邪 はこのふぅ応祖幻直応し t'筵濃可）11を氏していなのてあ 7.;;響

きたこ の賄厄改砕呼 1こ苅う 祖 似li山楚の 山 1頁の茫瑛 名及ると，令り呑しい 吝

定在心孜• ；ン ＇オ(n、 い- (* 3 図 ） この苧涙 g甜忍の生 成俊¥..:.平平咬化の将 代

があり その徐の旭整の陸記に 伴う倍 飲の仮 迄 rぶつ--(_.こ の配象＼旦責つて

河 ）｝iかくひも人＜形成さ Alた氾形 ・すなわ V・）莉歴埓谷-e..y).（）、 こAtyこ布う 急

差 し文一痙 (/)H居謀痘であゐ之℃ ＆示 していわ． 碇クて龍 ）II斯径 氏視圧の陵代

給俎さ埓ぃ 1...:迎釜荘初の夏こ庄成さ)l1叶称尼というぶう に祈 t.＼ ＼邸慈 1・ニr)で

ば ねく． その生戒l'.l比較 的古 く爽頂 的謡尼てあもと い：入わ ~
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笥老(/)岡査した殴（）で 1ふ多窟 J`ll流咸('罪波 へ欠再液誌へ璃峠問）にお いて 心

て 0) 迎芍新尼／）、•その媛に歪粉し丘華実凶- 認めら八しが この 莉意森砕1荒＼さ役に

死威＼---c.し弐ったものと考えて良いのてあゐ．

迎 厖`的に瓜都氾殴砕埒てあっ・ても 迎秒的にとの入うに表現さガしもかか迎

形営統として研究すべき間歴てあゐ

t3)慇））I酋届殴砕溶 lこ対つ＇（ か菅村山叉 ，井狩．わぷも'I¥＼牙泊粁r祖こに含斜面

ゎ哭這し て いな この福斜面 の熙庭 戊穀ね 7邸へ？Oしがて吸図床との比~Iぷ
/(）b へ心0 11L ー（あゐ » 弐たこ介しと同し’注廣の徳斜面 t'〗痣）ll 琉戎の凹迎惑 I 'こ

も発蓬してい ,9. これ 1.，＼称磨 設符沼 lこ` 店つ て或も将餌＼こ廂しく褒紐刀か切

ぃべ ，すなわ f刃邑箇の守 定し 1こ時代の釧方櫻嵌と莉冠・改砕硲に 昇 う 翌 訳 畏

蝕とに Xつて氣斜面（山 梵面だ．逹じ 、:tの俊の碍蝕の夜名 1くぷつて知［を瓜 L

て成 1年うる微控ぷ訳あな

如井戒お砂．Jh-君の面盆民直 ．称庶設砕帝＼こ芍うぶ5訊宕芯 ＇力祁 応噂に政

砕さ 9Aピ直砂~ r1り、 そのこめ）ここ の昴分に 、匿裟刀炉翌 ＜け）いて生じt殿性

命廷でああ．

汀担形発歪

多哀））ぼじ成 1こお I '.）ー カ姐形発達の過荏 を速・ベ‘ •凸と 沢のれ！ ＜―c・yりり 設期同 1`こ

豆つしか次の怨栗と l．ベ エ兼咸 の`花阻茫迎改ーに投．礼耳ぎr、9- tY初吃年の山丸

が 形成 さ汎 た,.こ1立 囮採＼こ中 ．も彗.)'...I)底る 'I:¥' 下粛成 に` も貧砂 宕 拓

叙 岩 ．克 岩等き嵌つてふ記杖面が杉咸‘さ Alf--- ての華貸平 、 1-、氣戒 (j¥山史［＼こ

平面芽を 1ー入して残届 する 平坦栢があ（）・ しかもそ A’Liうの応！話 か蓬しく大きく

瓜く 弐 t ほヽ｀等し い 高さと手、すこと ｀ おふ c• 祀硲 巷捉 1氏t:• Lt—’•お 生烙ヒ (/)1笈

餘迎戒<• ば こ JI(- ら (J）君石か同 一の平坦面 r: 3、つて戟` ら方（て いる：：：：と坪に Xつ

て知ゐ率が広茉 Q. この）い起仄面こに鹿広厖山 ，大巷就極苺 ．が筏 立ど して 節

ぇてい 1ご．この侵作、平坦而(/)"ら戒俊 1こ 地．臨運 剪Jかあっ て平飼面 lふ確 起し，

可む Aしみ． ぐ，の派期に現圧の偽芍）IIの水京か1弐t各‘定弐 （） 下るJItこぶつて

一 祁で 1よ刃琉 I'ふ姐虹こ亜応し た谷芯 形成すな ．て の侵倍濯｛の翌 式 1攻 ?.l '、 1 こ~ ~ () 

噛）Ii液砕吟）こ芯ろ初 9月のI)ヽ 菅含爽お泣も 円衰盆虹が形成 され1と． ての 曖菜 傍`

の静止期 1こ下未戒‘)こ）ぷ止＼税面が形痰される， こ 0羞性罪こ示す迎秒釦

（平位面）ば丁ヽ 泰戒で直ァ。b へ ／砂L・グ1、の山項の平坦 面を形成し．中流威

では前蛤廷山兆の山裟（．こ位面）と佑、取わか．弐 f::.な..t.他釘こ くひ込人 て 発

謹すゐ-

その傲に弐fこ院起迎切」があり 河琉 lさ面も‘回布すゐ こ の窟起徴の櫛止期

vz) 



）こ下他面が形戒さ •A([ ． ：：： (/)晏包渭月を示す迎形而ば工碇致｀で~ /3砂～/co砂，

下 冷戒 <̀ば 306汎の幕褻）こあっ--C‘ 章祀 ， 110 住丙丘陵工の平坦面おぷ c•下丸 ＇

戒の河芹 役立に痣する底祝の侵住面（下也面ヽ＼なこの類 1こ形成されfこ>この

屡餃朗においても 店弁喘の邪介心さ翌訳礫蝕か行わパL、その結果 ．禄性差の一

笈忘て落しにものと苑えら汎令．下他面な下未成で 1ざ中肛弼と縁取つ て分布

すゐが‘、中琉戒て立中位面を緩販つて介析すちが＇ 中流或で`ば中位面にくい

込んで発達すな こ の侵性餅において~ ' 迎爵 li 永く安定の状怨にあり ． ム

地の酎辺祁 1こ 岱 Jj素状の前l 和国か形戒｀ さ ••Alfこ、 ・ その緩 ． 再び隆担湮勃が花り｀
丁、 他面！立侵紐これも 、 くの斯の瑳記にぷつて形成された翌急蛭 l'ぶ多翔）ii(J）.r..

喰 rこあも一大西急、点群 (W々 )であち ＂ この途急ゑの一祁岱舘還して、祀酎老i

泣り なも高他平項面と附祢すも ，下肛面を猷っ＜谷灰平野か形成され．その

傍 rJ)倭奴の焼毛にぶつて中ー下流政 r`こと也仮立が 形成されな

す区わわ多摩）｝I流戒に 1よヤ I朗より ヤV町に左わ玉つの惑しい媛餃期を達、

めち：：：とか 尤季わ ご，7，）中 、ヤ皿朝又前の媛飩朋 I・入本流の河床 ）こi覧われてい

氏いのて＇ ．これ芯除くと す如ぷ'?I珂ヘ マ 皿頸の名佗、問にお 1うち噸咳、別惚、

の瑳起達立約／ 如叫てああ ＿`Y匝前 ～ヤ W痢の 倭佐研＼こ、おりち庶戒旭危

の瑳起登は約い -;/¥てあ（） ヤW 9月 ヘ ヤ V 朗のそハ,~釘／かし？1 1_ であ念 ．． ての

マ圃問 ヘヤ V9、月の優餃朋 1.::.生た券で の敬戎迎．虎の亜鉗Jlぷ．各展紐面おふび夜

丘の形寂中にば前磨恣た 1.i鹿曲等 の苓しい蛇般運動し入底 < l咬Is，喩成が一塊

l'.'.. fa..つて 向殷約瓜隆起哩靭き袋返して柔にもの℃考えりiいら すなわし紋し

い迎殻速膨］ d)I昏代（瑳 E .)と比政卯霊星瓜捜殺連籾の呼代（特止）とが‘交互

に移在しイこふうてあた，，ご の こと rぷ流吸 の`迎形面の介而か‘： 山匿 咤の配珠芯示

して、下位面がと但面にく い 込んて癸望 してい令 C'CIこぶつても支 派さ 1t1つ』

菜1:..多腐 ）IIIぷ肉菜山廻の中西祁を函 Ii、東西方由に流れていわの--(・ 、この流 毀

這 ，わ AL仁嘉社運IB'JJ以剛・東山迎の星初の 一杯を示すものてあな

と正し f•- 迩)杉梵逹の末訊 I _:. :t_流成の平坦な山稜ゎ―ふぴ役丘面 と に‘文止＼灰お

ふな軽石の性窃があり・殊に高也平坦面に広く介布し 1~. ご :XL に関し て立と

流戒 の`記日瓜迎形性贋おぷも‘)ミ 山迂の分布苺不吼瓜点が多く、その将代交茫

は呪任ては不可袋<• あわ． ． ての火ム灰 の蹂下俊 l.::_花約老迎匂こ亘大瓜杞 団舌

桜・ts:含む洞出しか形成さ月trこ． こ の炉出しの一祁 ）i一 の病）II京戎＼こおいて直 ．

伎立口敢‘っ た 谷さいいパおり．期し）か 1こい立和成羹の デてい . 4.おこの ‘K

山灰の起茄 につい -(l:J末‘fご唸討’してい益いか ＇たらく茅 Y立文 rt)＼け立、文山

＼こ 屯系するものて• ああう 、 その咳にエ流戒の或ゐ垢庭）‘)，とにァ以仏Il/≫ロレし か

形夜された 、こ の 9うし虹，砂lし1戌虹 の癸盈ば現厄の哭屍策域の Tぐくは夏ゐこ℃ か｀

(/ 3) 



応茉す活述の時代にあ‘lうち埓殊応天候蓑戎の．下て形戒されrーものであ乃う ．

今俊花葡岩迎疫の`旭形聞査においてば 、ての、大山厄お―ぷも‘坪出しの甜梵が里

遼氏深筵きなすもの_--cぁも．（／ 9St.4、I4)
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深川の木場に ついて
大 柴 寿 美 枝
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rヵ｀というと淮れしもか‘一度に r右木ふ置く甘「か ．或 1=1..＃木屋 さん(/)

叉山ある街な叩ヽ」と甜芥の笥ど祝褒すゐ革 rごろう つ これば 、木t号の名葎か

からして怒匂こ号II~ の尤末も華で全くこの歪 （）、 だ）I I の木喝 9こ行 っ てみゐと

許立こ材木町歴と大う呑淑が掛、け てあり、禁泣にば大ざ尽貯水迎など もあ（）．

岳た製祈工湯もそ こて 、 1こみら汎~. ， 広い珀（） に 宮 ， 卜弓、‘) 7が＇も っ き り尽

l. Iこ封しい材木芯環んで任系して l＼も e こんな処が｀栄）1iの木透底 (J)tぁゐ・

でば 、 この木喝に 、 いつ漂か ら ， と• うして ::::::(J) 杯 に 打木が集められわ こ と

にほったのか．まt~ J/1 ~いう立疋子年との向株 ． 柁の差業と の 軒逹牲 氏 と.. .
木考の荏在について少し淫へ＜苔反ていと厄う ，

る 木1ちのア史的疲翌

木党 (J)£ll主と笈翌とを茄的にいえば ，`江ヤのア史と哭 にあって どいつても

ふ（＼．もっとも汝窓応江ヤのア宅ば今かわ 4 f o栢会早前の長禄元耳(/.ク＄7

．耳） ＼こ今 {J) 索芝 (J) 歴石が· ~;ぇ 0 il'L r::. li に臣つている•す怠わら授花固天里の

応 ．）朗東官頒と杉定正の家臣 ，太田翌還が ，閲東，葵砺の咀滑 にあた（）水菩

交面の硬＆演ねtそ商の迎であも：：： ℃ t発現し ，畏禄え耳 4月武‘萩野の一角

に江ヤ成さ考茶 Lrこので あなが ，歪落の淀双 3b 耳 ， 茨打に繋束して痢東の

厄翌 の市朽と届つ之 へその唸逹落の 死峻、江杉氏心比4第貧こ荻れて江ヤの繁紫

は小田 庚lこ祇（）冗ピI ?早 8 月（バ90 耳） ．徳） l澤哀JJ~• 閲東 J＼沖l の摂主‘乙し

--C江戸に居成を定めゐ翠て殆んと• さ c• 介し -C. L¥たが叢畏／ダ耳い6/3 耳）
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